
WPEditor

オペレーティング マニュアル
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はじめに

VBScript for WSH 用エディター

つまり、WSH 上で VBScript を 勉強するのに特化したエディターです。

・スクリプトの実行

・スクリプトの強制停止（プロセス停止）

・予約語・検索語のカラーリング

・検索文字列へのワンタッチジャンプ

・ワンタッチコメント化切替機能

・自動インデント

・自動整形処理（構文にのっとったインデント加工）
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著作権、配布について

WPEditor はフリーウェアであり、著作権は 小野澤光洋 に帰属します。配布は自由です。

WSH（Windows Script Hosting）は Windows に標準実装されている、管理用 Script 環境のこと

です。VBScript や JavaScriptなど言語に依存しない Script ホスト環境を提供されています。
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動作環境、免責事項

Windows 環境で動作します。Winsows2000 で動作確認済み。

しかし、コンピュータシステムの環境は、千差万別であり、全ての環境でこのアプリケーションが正常

に動作することを、開発者は保証できません。このアプリケーションを使用したことによって、どのよ

うな損害が生じたとしても、その責任を開発者は一切負うことはできません。あくまでも、自己責任の

原則の上で、ご試用（使用）ください。
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インストール

ダウンロードした wpe***.lzh を 解凍してください。

解凍したフォルダ内に以下のものがあるかどうか確認してください。

解凍したフォルダ全体をお好きなディレクトリに置いてください。

プログラム本体のショートカット等を作成して起動用のアイコンを作成して下さい

以上で、インストールは終りです。

***はバージョン番号

またアイコンはインストールされている解凍ツール等の環境で違います。

本ソフトは Lzh 形式で圧縮されて配布しています。

WPEditor.exe.exe （プログラム本体）

ReadMe.txt （テキスト説明ファイル）

説明書.pdf （説明書：このファイルです）

Env （環境設定ファイル保存用フォルダ）
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アンインストール

フォルダごとごみ箱に捨てて消去してください。

レジストリーには触れないので、後腐れなしです。
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メニュー構成

メニューの説明では「WPEditor」特有の機能を中心に解説します。一般的なエディターの標準的な機能

については省略しています。

6.16.16.1

6.1

検索

「検索」メニューの「検索」を実行すると、エディタ下部に「検索情報ウィンドウ」内に文書内のヒッ

トした行が表示されます。

「検索情報ウィンドウ」に表示されたヒット情報をダブルクリックすると、文書内の行に移動します。

「検索情報ウィンドウ」を表示中は ヒットした検索文字列がカラーリングされます。

また、「検索情報ウィンドウ」は 「検索」メニューの「検索情報ウィンドウ」で 任意に表示・非表示

を切り替えることが出来ます。



6.26.26.2

6.2

スクリプト実行

「ツール」メニューの「スクリプト実行」で 現在編集している スクリプトファイルを 実行すること

が出来ます。

実行する為の 条件として、

・拡張子が vbs のスクリプトファイル

・データが必ず保存されている（変更した場合は、保存してある）

条件を満たしている時だけ アクティブになります。

6.36.36.3

6.3

スクリプト停止

「スクリプト実行」で実行しているスクリプトを停止することが出来ます。

スクリプトが実行されている時だけ使えるとうになります。

6.46.46.4

6.4

自動整形処理

スクリプトの自動整形処理で、if ・ for ・ case などの 予約語を解析して TAB によるインデント処理

を自動でします。

あくまでも TAB によりインデント処理のみで 構文の誤りをチェックするわけではありません。ただ、

整形により構文の誤りは見つけやすくなると思います。

6.56.56.5

6.5

ランチャー項目

「オプション」で登録した、アプリケーションやデータを起動します。

データを指定した時は、関連付けられたアプリケーションで開かれます。
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オプション設定

「ツール」メニューの「オプション」から 「WPEditor」の各種設定が出来ます。

7.17.17.1

7.1

フォルダ

ファイルを開く 時や、ファイルの保存 時に デフォルトとなる フォルダを設定する
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ツールバー

8.18.18.1

8.1

コメント化・非コメント化 ボタン

選択した行を コメント行 または 非コメント行 に します。

コメント化は '（シングルコーテーション）を行の先頭に付加。非コメント化は 行の先頭にある ' を

削除で処理されます。

8.28.28.2

8.2

情報ボックス

ファイルの種類・状態を表示する。

表示文字 状態の説明

新規ファイル 新規ファイル（拡張子未定）。予約語カラー適用

VBS ファイル 拡張子が vbs のスクリプトファイル。予約語カラー適用

テキストファイル 拡張子が txt のファイル。予約語カラーの非適用。

その他のファイル 拡張子が vbs ・ txt 以外のファイル。予約語カラーの非適用。

変更あり 上記ファイルでファイルに変更がある時。
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カラーリング

スクリプトファイルは、予約語がカラーリングされます。 現在、対応している予約語は下記のものだ

けです。

and

call

case

const

CreateObject

dim

do

each

else

elseif

end

error

exit

explicit

false

for

function

goto

if

in

inputbox

loop

msgbox

next

not

on

option

or

public

redim

resume

select

set

step

sub

then

to

true

until

while

with
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ファンクション機能一覧
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開発環境

Microsoft Windows Vista

Borland 社 Turbo Delphi2006 日本語版

TEditor コンポーネント（本田勝彦作）

FldrDlg コンポーネント（Hidemi Oya 氏）

平成 20年 3 月 20 日

小野澤 光洋

miyamu@mxa.nkansai.ne.jp

F3 選択文字列でワンタッチ検索

F5 コメント化

F6 非コメント化

F8 スクリプトの実行

F9 上書保存してスクリプト実行

F12 検索ウインドウへフォーカスを移す
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